
バナナを描いてみよう 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私のバナナはパパバナナだよ 

バナナの親子で遊びたい 

作ったバナナのペープサートを動かして遊ぶ中で、「バ
ナナの親子のいる南の島ってどんなところだろう？」
という話になり、絵本を見てみることに… 
海、魚、木、ハンバーガー、フラダンスの服を着てい
る、レイを付けている…「あれ？アメリカと同じ！」
と７月の出席ノートと似ていることに気付きました。
アメリカのハワイという島のことを知り、ますますバ
ナナの親子ごっこへの気持ちが高まっていきました。 

舞台を作ってショーのイメージで遊んでいると
「バナナの服作りたい」とインドごっこの経験を
生かして作ったり、芯やカップを組み合わせてマ
イクを作り、「今から歌います～」と言葉を言っ
たりする姿が見られました。また、「ダンスもし
たらどう？」と、保育者と一緒にした“バナナく
ん体操”を提案する幼児もおり、バナナの親子ご
っこがどんどん楽しくなっています。 

・バナナの服を作りたい。 
・マイクでアナウンスしたい。 
・誰かに見てほしい。 

舞台は海にしよう！ 

幼児の思い 

保育者の願い 

・舞台を使ってバナナの親子で遊びたい。 
・舞台は南の島の海みたいにしたい。 

幼児の思い 

・“バナナの親子”や“南の島”のイメージを広げて
自分たちなりに表現してほしい。 

・遊びに必要なものを自分たちで考えて作ってほし
い。 

こうやって隠れるよ！ 

始ります！って言う 
ことにしよう！ 

見てもらうの嬉しいなぁ♪ 

・バナナの絵を描きたい。 
・動かせるようにしたい。 
・いろいろなバナナを作って家族にした
い。 

・歌に合わせて動かしたら楽しそう！ 

幼児の思い 

保育者の願い ・楽しい気持ちや自分なりのイメージをいろ
いろな方法で表現してほしい。 

・友達と一緒に同じテーマで遊ぶ楽しさを感
じてほしい。 

歌に合わせてバナナを揺らしたりバナナ同士で会話をしたり
して楽しんでいる中で、作ったバナナを持ち、身をかがめて
動かす姿が見られたので折り畳み式のパーテーションを出し
てみると・・・ 
自分は隠れ、バナナだけを見せるショーのイメージにピッタ
リだったようで、「これ使おう」とバナナのペープサートを
動かす舞台として使い始めました。 

世界の動物に興味をもち、さるごっこを楽しんでいた子ども達。「さるってバナナが好きやね
ん」と、バナナやバナナの木を作る姿が見られたので、「こんな楽しい歌があるよ」と“バナナ
の親子”をクラスで歌うことにしました。“パパバナナ～♪”と歌いながら自分なりの身振りを
したり、体を揺らしたりしながら楽しむ姿が見られるようになりました。 

バナナ作ろう♪ 

切った後は 

どうするんだろう？ 

バナナ動くよ～♪ 

いい考え！ 

楽しくなる予感♪ 

バナナの家族を増えた

らもっと楽しくなる♪ 

バナナがお話してる♪

楽しそう！ 

こうやって使うとショー

ができそう！ 

閃いたことを試す、

嬉しい姿～♪ 

海にぴったりな材料 

見付けた！ 
いいこと考えたね！ 

いい考え！ 

私もマイク作る！ 

遊びがどんどん楽しく

なってきた！ 

お客さんが見てに

来てくれた♪ 

① ② 

⑥ 

⑩ 

⑩ 

③ 

⑥ 


